コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/1589

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
き、市人の訟獄（しようごく）を斷ぜしむ。

十四年十四年、十月、故小西氏の餘黨、耶蘇敎を以て民を
煽（せん）し、島原の亂肥前の島原に據りて亂
を作す。將軍、
敎（けう）を西海︀の諸︀侯に下し、板倉重昌板倉重昌を遣して其軍を監し、之を討た
しむ。松平信綱尋いで松平信綱を遣し、水野勝成に命じて、謀を助けしむ。未だ至らず。

十五年十五年正月朔、重昌、戰死す。信綱、至るとき城陷る。賊の
渠率（きよすゐ）十餘人を誅す。
斬首すること四萬。耶蘇を禁ず耶蘇の禁を海︀內に
申（の）ぶ。

十六年十六年、始めて大老職
大老（たいらう）職を置き、土井利勝を以て之と爲す。老中の連署︀を免︀じて、老中の連署︀を免︀じて、
猶大議に參す。

十七年十七年、
生駒（いこま）氏、嗣なし。國除かる。

十八年十八年、將軍、長子
家綱（いへつな）を生む。是の歲、始めて勘定奉行
勘定奉行（かんぢやうぶぎやう）數員を置き、錢穀︀を掌
らしむ。松平
正綱（まさつな）の老を吿ぐるを以てなり。正綱は、實に郡吏なり。
大河內秀綱（おほかうちひでつな）
の子にして、松平氏を
冐（をか）す。理財に長じ、三世に歷事す。常に
度支（どし）たり。嗣子信
綱は、秀綱の庶孫にして、正綱に養はる。

二十年二十年九月、天皇、位を皇兄紹仁に讓る。後光明天皇是を後光明天皇と爲す。天皇の正保元
年、將軍、次子
綱重（つなしげ）を生む。後、參議となり、甲斐に封ぜらる。二年、三子
網吉（つなよし）










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Hōbun_Nihon_Gaishi.pdf/1589&oldid=211062」から取得


					カテゴリ: 	校正済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2023年9月11日 (月) 23:05 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







